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七つの短編と中編小説からなる『行け、モーセ』は当初、フォークナーの
意図とは別に短編小説集として出版されたことからもうかがえるように、従
来の長編小説とは多分に趣が異なる作品である。アイザック・マッキャスリ
ンをめぐる物語である「昔の人たち」「熊」「デルタの秋」をアーサー・キニー
は「大森林三部作」と称しているとマシューズは紹介している。（1）確かに時
代の推移や変化が大森林の喪失に表わされていることが鮮やかに描かれてい
る。と同時に、その変化を目のあたりにして見つめているのがアイザックで
ある。とするならば、巻頭を飾る「昔あった話」にアイザックが登場してい
ることをあわせて考える時、「大森林三部作」は大森林にまつわる物語という
よりはアイザックの物語と言うべきではないのだろうか。
「昔あった話」では、マッキャスリン家の長男として農園を相続すること
になっているアイザック・マッキャスリンに、16歳年上の従兄であるキャ
ス（キャロザーズ・マッキャスリン・エドモンズ）がアイザックが生まれる
前のエピソードを語っている。キャスがアイザックに語る話とは、ビーチャ
ンプ家のテニーと会うためにマッキャスリン家を抜け出し、ビーチャンプ家
へと向かったマッキャスリン家の奴隷であるトミーのタールを捕えるという
話、それに関連してトミーのタールを追ってビーチャンプ家に出向いたシオ
フィラス・マッキャスリン、すなわちバック叔父がソフォンシバ・ビーチャ
ンプに捕らえられる話、さらにそこに持参金とテニーを買い取ることをめ
ぐって行われるポーカーの話である。この「昔あった話」自体は、ジョン・
マシューズが述べているように、「疑う余地なく、フォークナーの短編小説の
中でももっとも滑稽な話である」（2）と言えようが、しかし、それは単に面白く、
おかしいという意味での滑稽な話ではなく、苦さと暗さが綯い交ぜになった
滑稽な話ではないのか。
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というのも、やがて明らかになるのであるが、トミーのタールはアイザッ
クの祖父である老キャロザーズが奴隷のユーニスとの間にもうけたトマシナ
に生ませた子供なのである。とすると、白人の母から生まれた兄であるバッ
ク叔父が、黒人の母を持つとはいえ父は同じである弟のトミーのタールを犬
を放って捕えようとすることになる。この時、バック叔父は少なくとも60歳
であり、それまでに何度となくマッキャスリン荘園の台帳を手にしていたは
ずであり、トミーのタールが異母弟であることを知っていたと思われる。そ
のバック叔父がトミーのタールに犬を放って捕えようとすることは、南部社
会においては血のつながりよりは、白人であることと黒人であることの人種
の違いの厳しさを余すところなく示している。と同時に、トミーのタールが
テニーに会うためにビーチャンプ家へと逃げ出し、彼を追うバック叔父が家
に一つしかないネクタイを締めていくことは、バック叔父は表面的な言動は
ともあれ、心の中ではソフォンシバと会うことを心待ちにしていたことを物
語ってはいないだろうか。
バック叔父の言動には直接表れないが、ソフォンシバに対する心情がうか
がえるのが、バック叔父がソフォンシバに捕われる場面である。夜になって
トミーのタール追跡が一端打ち切られ、バック叔父とキャスはビーチャンプ
の家へ行く。バック叔父はキャスに「未婚の女性は家の中に他所の人がいる
ときには間違いなくドアの鍵をかけているものだ」と言って、鍵の掛かって
いない部屋に入るが、不思議なことに「静かにするのだ」とキャスに囁くよ
うに言い、「ベッドの端に注意深く腰をおろして」（3）ズボンを脱ぐのであった。
この矛盾した言動は「少なくとも潜在意識としては、偶然にではあれ、最後
は彼女のベッドに入ることを心に抱いているに違いない」（4）という指摘を待
つまでもなく、バック叔父はソフォンシバに捕えられることを覚悟している
とともに、捕えられることを期待してもいたのであろう。ただし、バック叔
父がソフォンシバに捕えられるこのエピソードは1859年に起きたものだった
のだが、結婚したのが南北戦争を挟んでいたとしても1865年から1866年にか
けてであったとするならば（5）、バック叔父は60歳後半になっている。結婚
を遅らせた理由は明らかにされてはいないが、そこには老キャロザーズの血
を断とうというバック叔父の意図が隠れてはいないだろうか。バック叔父が
ソフォンシバに捕えられるまで双子の兄弟であるバディ叔父とともに結婚す
ることなく二人で暮らしてきたのは、老キャロザーズの道義に悖る行為に対
する暗黙の異議申し立てではなかったか。老キャロザーズが遺したものを受
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け継いだバック叔父とバディ叔父は、奴隷たちを夜間は自由にさせてはいた
ものの、結果としては老キャロザーズの遺産に対しては積極的に変更を加え
ることはなかったのである。バック叔父がソフォンシバに捕えられ、アイザッ
クが誕生したことは、老キャロザーズの遺産は無条件に時の経過に委ねるわ
けにはいかないことが暗黙裡に了解されているのではないだろうか。バック
叔父にしてみれば、アイザックの誕生はもろ手を挙げて祝福すべき事柄であ
るというよりは、老キャロザーズの負の遺産が次の世代に先送りされたこと
を意味している。とするならば、アイザックは生まれ落ちた時に、父親のバッ
ク叔父とは異なる形でマッキャスリン農園を引き受けることが想定されてい
るのである。
「昔あった話」において示されているように、バック叔父がソフォンシバ
に捕われる経緯をキャスから聞かされるアイザックは、マッキャスリン家の
歴史が記載されている台帳を見るまではこの上もなく滑稽な話として聞くこ
とができたかもしれない。しかしマッキャスリン家の歴史を知った上で、キャ
スから聞かされた話を思い起こすとすれば、バック叔父がソフォンシバに捕
われる経緯が滑稽であればある程、苦さは否応なく増さざるを得ない。マ
シューズが示唆しているように、「キャスを『彼』と呼ぶ声はアイザックの声
であり、彼はキャスの話を受け入れざるを得なかったのであり、その話を自
分のものとして語るのである」（6）とするならば、引き受けることを期待され
ている老キャロザーズの行為を含むマッキャスリン家の歴史が抱え込んでい
る哀しさ、切なさ、そして暗さに思いを馳せる時、アイザックならずとも暗
澹たる気持ちにならざるを得ないのである。
アイザックがキャスから聞かされた話を「昔あった話」として語るとき、

それは単に現在とは切り離された昔の話ではなく、まさに現在のアイザック
をアイザックたらしめているものなのである。しかしながら、「昔あった話」
を現在の話として理解するためには、「熊」第四部における台帳を前にしての
キャスとアイザックの農園放棄をめぐる話し合いが必要であるのみならず、
アイザックの農園放棄は「昔の人たち」で示されるサム・ファーザーズから
森の狩人になるための手ほどきを受けたアイザックが大森林で鹿を倒すとい
う人生入門、および「熊」の第一部から第三部にかけてのオールド・ベンを
めぐる物語が必要だったのだ。「昔あった話」がキャスから聞かされた話をア
イザックが自分のものとして語っているとするならば、そこには一度ならず
思い起こさざるを得ない事柄があるはずである。それは一つにはアイザック
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の誕生をめぐる経緯であるだろうし、もう一つは老キャロザーズの血をひく
トミーのタールに纏わる白人と黒人という人種の問題をめぐる事柄であろ
う。一見すると無関係に思えるこの二つの事柄は、老キャロザーズを媒介さ
せると根は共通していることがわかるのである。
アイザックが 3 歳頃にバック叔父、次いでバディ叔父が亡くなり、16歳年
上のキャスが父親の代理となる。しかし、10歳から12歳頃にかけての実質的
な父親はサム・ファーザーズであった。アイザックはサムを師として大森林
へと入っていき、狩人として成長していく。アイザックはサムから狩人にな
るために必要なことを学んだのだが、学んだことはそれに止まらなかった。
サムが昔のことや、「少年が知っているどちらの人種とも違う別の人種の死ん
でしまい、消えてしまった男たち」について話すのを聞いていると、「彼の人
種の誰一人として、さらに彼の同族がこの土地に連れてきたもう一つの隷属
している人種もまだここにはやってきてはいない」（171）時代を、あたかも
実在するかのように眼前に思い浮かべるのである。荒野が荒野であった時代
から、白人や黒人が現れて荒野が人間によって浸食されていく過程を少年な
りに理解する。その理解の仕方は、マッキャスリン家のものとは異なるサム
の話、すなわち、死んでしまい、消えてしまった男たちの悲しみに触発され
た理解であった。アイザックは、「この土地は、実際には彼らのものとして記
録しているジェファソンの衡平裁判所の台帳に書かれた・・・手書きの字と
同じように、取るに足りない、現実性を持たないものにほかならない」（171）
といった思いに捉われるのである。サムの話は、アイザック少年を幻視に誘
うほどの現実感を抱かせる。
サムの話を聞くことによって得た白人種とは異なる人々の土地に関する理
解は大きな意味を持つ。アイザックは、マッキャスリン家の男系の息子であ
り、世襲財産としての農園を受け継ぐ運命にあるからだ。農園を受け継ぐこ
とは、その農園に纏わる事柄のみならず、そこに居住する人々をも引き受け
ることでもある。すなわち、老キャロザーズが農園を手に入れた経緯、奴隷
として購ったユーニスとの間に生まれた娘であるトマシナと関係を持ち、ト
ミーのタールを生んだこと、さらには老キャロザーズがトマシナと関係を
持ったことを知ったことによりユーニスが入水自殺したこと、そして老キャ
ロザーズがトミーのタールの子供たちそれぞれに残した千ドルの遺産のこ
と、このような事柄をも引き受けることである。
農園の相続者であるアイザックが18歳の時、トミーのタールの子供である
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テニーのジムが21歳になるとともに農園を出て行った。アイザックは老キャ
ロザーズの遺言に従い、千ドルを渡そうと彼の後を追うのだが会うことは
できなかった。もう一人の子供であるフォンシバがキャスに結婚を報告して
立ち去った時、アイザックは彼女を追いかけてアーカンソーまで行ったもの
の、「わたしは自由です」（280）と遺産の受け取りを拒まれる。それでもアイ
ザックは遺言の千ドルを土地の銀行に預け、月3ドルを彼女に渡す取り決め
を結ぶのである。遺言を執行しなければならないという思いに捉われていた
アイザックは、テニーのジムが農園を出て行った理由も、またフォンシバが
自由を旗印にして遺産を望まない理由を忖度することもできなかったであろ
うし、理解しようとすらしなかったであろう。というのも、16歳のアイザッ
クは台帳を前にして、老キャロザーズがトミーのタールの子供たちに遺した
千ドルの遺言について、「彼の息子たちが父親としての資格を欠いているが故
に現金の罰金を科した」とか、「千ドルの金の方が黒んぼに向かって我が子よ
と言うよりは安くついたからだと思う」（269）と考えをめぐらす。このよう
に金銭で解決するものとして老キャロザーズの行為を理解しようとするアイ
ザックは、結局、老キャロザーズの思考をなぞっているにすぎないことが露
呈するのである。だからではないのか、フォンシバに対する遺産の渡し方に
しても、月3ドルずつであれば28年間は払われることになると、アイザック
にしてみれば、その場で取りうる最良と思える方策を講じて帰ってくるので
ある。
トミーのタールの子供たちに対する老キャロザーズの遺言を執拗に執行し
ようとしたアイザックが21歳になると、老キャロザーズから遺されたものを
すべて投げ出すかのような行動を取る。生得権を放棄して、マッキャスリン
農園をキャスに譲るというのである。「熊」の第四部で交わされるマッキャス
リン農園の相続拒否をめぐるアイザックとキャスの対話は、圧巻であるとと
もに難解である。サンドキストが「アイクの拒否の開示が内包するスタイル
の複雑さは、頻出するあやふやな結末や非論理的な議論のために、まったく
用意周到に当の拒否の意味を不明瞭にする」（7）と述べているように、農園相
続を拒否するに際して、キャスにその理由を説明するアイザックの論旨は明
確な結論を持つこともなく、キャスを納得させることもできない。たとえば、
アイザックはマッキャスリン農園という土地を拒否することはできないと言
う。なぜならば、「イッケモテュッベが土地をお金と引き換えに売ることがで
きることを発見し、認識した瞬間、その瞬間にその土地は彼のものであっ
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たことを永遠にやめたのであり、それゆえその土地を買った人は何も買わな
かったことになる」（257）からであり、イッケモテュッベから土地を買い入
れた老キャロザーズは土地を手にしていなかったし、そうであるとすれば老
キャロザーズの孫であるアイザックはそもそも土地を手にしていないのだか
ら拒否することができないと言うのである。
アイザックが土地を金と交換することができる対象であることを否定する
ということは、「論理的には資本主義に対する批判を行っている」（8）とも言え
るのであるが、問うべきはアイザックの相続放棄の論理に包含される事柄よ
りは、相続放棄を選択しなければならなかったアイザックの心情であろう。
というのも、キャスとの対話において、「もしも真実が僕とあなたにとってそ
れぞれ別のものであるとするならば、どちらが真実なのかをどうやって選べ
ばいいのか、とあなたは言いたいのでしょう。選択する必要はないのです。
心はすでに知っているのです・・・真実はただ一つしかなく、その真実は心
を動かすあらゆるものを蔽うのです」（260）と、アイザックは論理ではなく、
心あるいは心情の優位性を主張する。自分の行為を説明するに際し、論理で
はなく心情でもって理解を求めること、それは取りも直さずアイザックが説
明に窮していることを物語ってはいないだろうか。
説明に窮する行為とは、社会的な常識から逸脱していることは十二分に承
知していながらも、それを選び取る覚悟を固めたことであるとともに、その
前代未聞の決断に至った過程の一部なりとも伝えたい、何とか言葉にした
いとする苦渋に満ちた行為ではないのか。農園に居住する者であれば農園を
相続するのは21歳になるアイザックであると認めているにもかかわらず（9）、
その相続を拒否しようとするアイザックの行為はまさに理解しがたいもので
ある。相続拒否の契機となったのが、1883年から84年にかけてマッキャスリ
ン農園に関する台帳を読んだことである。その台帳には、農園に出入りする
すべての品物や人物に纏わる記録が記載されている。その記録の中でも、ア
イザックに衝撃を与えた事柄が、老キャロザーズが奴隷女のユーニスとの間
にできた娘トマシナと関係を結び、その結果としてユーニスが入水自殺した
ことであることは想像に難くない。というのも、アイザックは、トマシナが
子供を産む六か月前のクリスマスに、「孤独で、決然として、悲しみもなく、
儀式を執り行うように、すでに信念と希望を拒否しなければならなかったの
だが、今は正当に、そして簡潔明瞭に悲哀と絶望を拒否して」（271）死んで
いくユーニスを思い浮かべるからである。アイザックの胸中に浮かんだもの
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は、一人の人間として失くしてはならないものを身を以て示したユーニスの
矜持であったのだ。（10）老キャロザーズとトマシナの間にできた子が「昔あっ
た話」に登場したトミーのタールであり、その子供が農園に住んでいるアイ
ザックの7歳年下のルーカスである。マッキャスリン農園を相続することは、
マッキャスリン農園の土地だけでなく、農園に纏わるおぞましい過去をも引
き受けることなのである。（11）

アイザックは農園相続を拒否する。相続の拒否に直接影響を与えたのが、
16歳の時に台帳を読みこんだことにあるとすれば、その読みこみ方に間接的
に影響を及ぼしたのが「昔の人たち」と「熊」に登場するチカソー族酋長の
血と黒人の血を引くサム・ファーザーズである。毎年11月になると、ド・ス
ペイン少佐を始めとしてコンプソン将軍、アイザックの従兄のキャス、アッ
シュ、ユーウェル、サム・ファーザーズなど、町の主だった人々が荒野に狩
りに出かけていく。アイザック少年も10歳になると狩りに行く一行に加わる
ことが許され、狩りの手ほどきをサムから受ける。狩りに出かける荒野とは
「鋤と斧を持った人間によって、絶えず、ほんの少しずつその縁を齧りとら
れていく宿命づけられた荒野であり、人間はそれが荒野であるがゆえに荒野
を恐れる」（193）といったように、荒野とは人間を凌駕する存在であり、い
わば異界であった。荒野という異界では、町とは異なる、狩人としての行動
様式を取ることが必要である。アイザックはサムを師として、誰にも劣るこ
とのない狩人になっていく。そして初めて鹿を仕留めた時、その鹿の血をサ
ムによって顔に塗られることで、狩人としての入門を果たすのである。しか
し、サムがアイザックに教えたのは狩人になるための術だけではなかった。
アイザックは「サム・ファーザーズが自分を単なる狩人としてではなく、そ
の消え失せ、忘れ去られた種族から受け継いできた何か大事なものでもって
印をつけてくれたことを悟った」（182）のである。その大事なものとは、荒
野に共に狩りに出かけた町の主だった人々が当然と見なしてきたこととは相
容れないもの、すなわち、自然と共に生きることを徹底することではなかっ
たのか。そのことの具体的な表現として、アイザックは土地の私有化を拒否
したのではないだろうか。制度としての土地の私有化に対する異議申し立て
ではなく、少なくともサムから受け継いだ大事なものを自分なりに受け止め
た結果として。
荒野という異界に足を踏み入れるアイザックは、町では味わうことができ
ない高揚感、緊張感、充実感に包まれ、それこそ身体が震える思いをした。
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特に、オールド・ベンとの邂逅については、まさにサムの弟子としてのアイ
ザックだからこそ果たせたのである。アイザックがオールド・ベンに遭遇す
る過程は、緊張感を孕んだ感動的な体験であることは疑念の余地がない。し
かしながら、そこにはある種のアイロニーが伴っていることを忘れてはなら
ないだろう。アイザックはオールド・ベンと出会うためには銃を置いてきた
だけでは十分ではなく、「時計と磁石のせいだったのだ。まだ汚れていたのだ」
（208）と思い、時計の鎖と輪になった磁石の革紐を外した。森の中で道に迷っ
たあげく、一筋の陽光に触れて輝いている外した磁石と時計があるところに
戻った時、オールド・ベンとの出会いを果たすのである。サムの教えを忠実
に守り、実行するアイザックは一流の狩人であるにしても、荒野に移り住ん
だサムとは違い、町に住む人間であり、荒野は狩りに出かけていく非日常的
な場所である。ここに、アイザックが抱える矛盾が集約されていると言える
だろう。そうであるにしても、荒野における体験はアイザックの身体に深く
根を下ろし、原体験となるのである。
しかしながら、荒野における体験が原体験となったアイザックは、逆に困

難な立場に立つことになる。荒野とは熊、鹿、ウサギ、リスなどの動物が生
息し、時期が限られているとはいえ、誰でもが狩りをする場であるという意
味では、ある種の共有地である。狩人として荒野に対して高揚感を抱くとと
もに、人間を凌駕するものとして畏怖の念を抱くアイザックは、荒野に軸足
を置くことによってマッキャスリン農園を拒否する立場を取るのである。も
しも、アイザックが荒野に視点を置いて町の生活を考慮する姿勢を貫徹した
ならば、現在のエコロジー思想に通じる根本的な問題提起が可能であったか
もしれない。しかし、アイザックは荒野の存在を無条件に前提している。た
とえば、キャスが12歳の時に材木運搬機関車に怯えた熊が木に登ったまま下
りてこないエピソードが語られるが、これはアイザックが生まれる前の出来
事であったとはいえ、荒野がすでに人間に浸食されていて、荒野に住む動物
が生活空間を脅かされていることを示している。それゆえ「その頃は害がな
かった」（319, 320）というアイザックの判断は、あまりにナイーブであると
言わざるを得ない。
荒野の動物たちは居住空間が狭まるにつれ、人間の生活空間に食べ物を求
めて姿を現すし、現わさざるを得ない。ド・スペイン少佐の家畜小屋の仔馬
がオールド・ベンに殺された時、少佐が「わしはあいつに失望した。掟を破っ
たのだから」（213-214）とオールド・ベンを非難するが、その非難は筋違い
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である。人間世界に姿を現す原因を作ったのは人間にほかならない。さらに
言えば、少佐が言う掟を作ったのは人間であり、掟の存在については、そも
そも動物の与り知らぬことである。アイザックは荒野の存在を前提としても
のを考えようとするが、荒野の存立が常に危険に曝されていることを認識し
ていないようである。
荒野の存立が危ういことを如実に語っているのが、オールド・ベンが倒さ

れ、サムが亡くなると、ド・スペイン少佐は森の伐採の権利をメンフィスの
会社に売り渡したことである。それを契機に少佐は狩りに出かけることを止
め、ただ儀礼としてアイザックにリスを所望する。少佐の要求を受け入れる
アイザックは、少佐に代表される町の論理、あるいは経済の論理を認め、受
け入れているかのようである。伐採の権利が売り渡された結果として、伐採
が加速度的に進み、荒野は急速に衰退していく。かつては、ジェファソンか
ら荒野まで30マイルであったのが、アイザックが80歳に近い年齢のときには
200マイルも離れてしまうのである。この現実に対してアイザックは「荒野
が征服され、破壊されるのではなく、今ではその目的が果たされ、その時が
時代遅れになったがゆえに退いていくのを見つめてきた」（343）と述懐する。
アイザックが考える荒野の目的とは何なのだろうか。荒野がアイザック個人
を作り上げたという意味であればその目的は果たされたのであろう。サムは
「彼の精神の父であったし・・・森は彼の恋人であり、彼の妻であるだろう」
（326）と考えるアイザックは、荒野によって育てられ、荒野とともに成長し
たという認識はその通りであろう。しかし、森が退いていくのを見つめるこ
としかしないアイザックは批判を免れないだろう。アイザックは森を私物化
していることになるからである。さらに、荒野における時間が時代遅れになっ
たという認識も単に現状を黙認しているにすぎない。効率を優先する現代社
会の要請を無批判に受け入れている。アイザックの荒野に対する認識は、荒
野に軸足を置いた人間のものではなく、文明化された社会のものである。ア
イザックの荒野に対する述懐は根本的に矛盾を孕んだものである。
アイザックが認識していない根本的な矛盾は、「デルタの秋」において、ロ
ス・エドモンズの女であると同時にテニーのジムの孫娘から鋭く指摘され
る。ロスから女に金を渡すように頼まれたアイザックは言われた通りに女と
会い、金を渡そうとする。アイザックが女に金を渡そうとする行為は、テニー
のジムおよびフォンシバに老キャロザーズの遺言を執行しようとしたことの
反復である。ロスの女は金が問題ではないことをアイザックに知らせるとと
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もに、彼女はテニーのジムの孫であることを打ち明けるのである。黒人とは
思えない外見をしている女が、ロスとの間にできた子供を抱いて現れたとき、
老キャロザーズの悪と恥辱が消え去ったのではなく、繰り返されたことをア
イザックは知る。「1888年に大人になり、相続を振り棄て、拒否して、自由に
なり・・・1895年に誰一人として自由になったものはいないし、もし自由に
なれば、恐らく耐えることはできないだろうということがわかった」（281）
と考えるアイザックは、相続を放棄することによって問題が解決されなかっ
たという認識を得たのであるが、それに止まることなく、相続を拒否したア
イザックの責任を女は問うのである。すなわち「わたしはあの人を一人前の
男にしようとした。まだ一人前の男になっていなかったから。あなたが甘や
かしたからよ。あなたと、ルーカス叔父とモリー叔母が。特にあなたがね・・・
あなたがあの人のおじいさんにあの土地をあげたからよ。遺言によっても、
法律によっても半分もあの人のものでもないのに」（360）と、土地の相続を
拒否しただけでなく、その土地をエドモンズ家に渡したことの不当性を問う
のである。
土地をキャスに譲ったことに対する非難の当否は別にしても、アイザック
は認識していないのだが、相続を拒否したことと、その土地をエドモンズ家
に渡したことの間の連関性が欠除していることを、ロスの女は鋭く突いてい
るのである。アイザックは土地を拒否した理由について、「少なくともその悪
と恥辱を、少なくとも主義として、そして事実上少なくともその土地を、少
なくとも自分の息子のために振り棄てることができることを知った。そして
実際に振り棄てた。振り棄てたと思ったのだ・・・あの同じ土地、あの同じ
悪と恥辱の悲哀や悲嘆から自分の息子を救い、自由にしようと思い、そして
自分の息子を救い、自由にすると同時に失った」（351）と、過去を振り返り
つつ、自らの行動の意図と結果を吐露している。サンドキストは「アイザッ
クの生まれることのなかった息子は、最良の解決策であると同時に、それの
恐るべき対極をなしているように思える可能性を規定する。アイクの拒否は
このパラドックスに依存している」（12）と、アイザックが置かれている状況の
困難さを指摘している。アイザックはマッキャスリン農園で行われた悪と恥
辱に立ち向かうことをせずに、土地を拒否することで振り棄て、悪と恥辱の
悲哀や悲嘆から逃れることができると考えたのだが、その悪と恥辱はエドモ
ンズに引き継がれただけなのだ。
アイザックが陥っている困難な状況は何に由来しているのだろうか。それ
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はキャスから聞いたアイザックの誕生に纏わる話を自ら語ることに示されて
いるのだが、アイザック自身の誕生の経緯にはマッキャスリン農園の歴史が
影を落としているのだ。アイザック個人の行動は、彼一人の行動として完結
することはないのである。そのことが端的に示されているのが台帳に記載さ
れているマッキャスリン農園の歴史である。すなわち、「この年代記録は一つ
の土地全体の縮図であり、それを倍加し、繋ぎ合わせると降伏後23年経ち、
奴隷解放後24年経った南部全体の姿となる」（293）のである。つまり、マッキャ
スリン農園に関することは、単に一農園の特殊な出来事ではなく、南部全体
にも適用されうるものなのである。アイザックの問題はアイザック個人の問
題であるとともに、優れて共同体の問題でもあるのだ。アイザックが認識す
ることがなったのは、歴史的存在としてのアイザックであり、そのことをロ
スの女は告発したのである。
歴史的存在としての自己を認識しないアイザックはロスの女の告発を受け
とめることができない。北部で育ち、自立したロスの女と、南部の荒野に寄
り添ってきたアイザックとの間に共通理解は生まれないかのようである。そ
れが端的に表わされているのが、アイザックが女に「北部に戻りなさい。結
婚しなさい。あなたの人種の男と」と、心ないと思える言葉を口にしたこと
である。それに対して女は「おじいさん、あなたはあまりに長生きしすぎて、
あまりに多くのことを忘れてしまったので、あなたがかつて愛について知っ
ていたり、感じたり、さらには耳にしたことも、まったく覚えていないので
すか」（363）と、アイザックには予想外の観点から批判する。ロスの女の告
発と批判に対してアイザックは沈黙したままである。
それでも、二人の間に意思の疎通がないわけではない。アイザックは女の

子供に角笛を渡し、女もそれを受け取るのである。この角笛は単なる「物質
的な贈り物」（13）としてロスが女に渡そうとした金と同一視できるものではな
い。角笛は女の息子にとって現実的には役に立つものではないし、そのこと
を女も理解しているだろう。それでも受け取ったことは、アイザックがロス
の女の息子に継承してもらいたいものがあることを女は理解したからではな
いだろうか。ほとんど私物を持たないアイザックが唯一持ち続けてきた角笛
を、エドモンズ家の人間やビーチャンプ家の人間ではなく、その二つの血を
引く人物に託したことは意味深いものがある。その息子が長じて、角笛を渡
され、角笛に纏わる話を聞くことがあるとすれば、マッキャスリン農園の悪
と恥辱だけでなく、荒野という異界に生起した物語を聞くことにもなろう。
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その時には消え去ったもの、消え去りつつあるもの、あるいは消え去ること
なく存在しているものが、新たな装いを持って受け止められることであろ
う。「おそらく千年後、あるいは二千年後のアメリカでは。だが、今は駄目だ。
今は駄目なのだ」（361）と、南部では黒人と白人が対等ではないことを知悉
しているアイザックは未来に希望を託すのである。
台帳に記載されている年代記が南部の縮図であったように、角笛は荒野を
想起させるものとなろう。年代記を南部の縮図と読み込む者としてアイザッ
クが想定されたように、角笛に荒野における物語を読み込む者としてロスの
子供は想定されている。同様に、『行け、モーセ』において、モリー叔母が孫
のサミュエル・ワーシャム・ビーチャンプの遺体をシカゴから南部に連れ戻
すとともに、その顛末を新聞記事にすることを執拗に求めたことの意味も理
解できるのである。記事を読む人の中に、サミュエルがシカゴまで行かざる
を得なかったのはロス・エドモンズがエジプトで売ったからだ、というモリー
の思いを読み込む者が現れることが期待されるのである。「黒衣の道化師」で、
新婚の妻マリーを喪ったライダーの言葉にならない悲しみを共感をもって受
け止めたテンプルのように。（14）
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3） William Faulkner, Go Down, Moses （Random House, 1942）, p. 20.｛本文中の引用は
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銀行に持っている」（33）ルーカスが土の中から手にした一枚の金貨から、それ
こそ寝食を忘れて埋められているはずの金を探し出そうとするのは、その金が
「百年以上前にバックとバディが埋めた金」（49）であり、老キャロザーズの血を
引くルーカスがマッキャスリン家の一員であるという自己主張、もしくはその
正当な受取人であるという自負の念からではないのか。

11） 土地の放棄についてケアリー・ウォールは「彼（アイク・マッキャスリン）は
単純に、土地と金をジェイムズ、フォンシバ、そしてルーカス・ビーチャンプ
に与え、彼らに農場を経営させて、経済的に豊かにさせればいいではないか」と、
トニ・モリスンの『ソロモンの歌』のアナロジーとして提言している。アイ
ザックの悲哀を理解していないだけでなく、経済的繁栄が幸福の条件であると
するまったく的外れの提言である。(Carey Wall, “Go, Down Moses: The Collective 
Action of Redress” The Faulkner Journal, VII: 1&2 （Fall 1991 / Spring 19929): 166.

12） Sundquist, p.135.
13） Kinney, p. 6.
14） William Faulkner, Requiem for a Nun （Random House, 1951） p.198.
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